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景観形成基準チェックシート（津市）
※空欄に記入し、該当する項目を選択してください。
※本書は、一般地区の景観形成基準チェックシートとあわせて提出してください。
　また、景観形成地区（三多気地区）に含まれる区域では、同地区の個別基準も適用されます。

６　景観形成基準〈三多気の桜風景保全地区（中景）〉
（「Ｌ」「①」「ア．」などの見出し符号は、津市景観計画　景観形成基準解説書に対応しています。）
【Ｌ】建築物又は工作物の新築（新設）、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更
注「備考」欄には、記入しないでください。
	①規模・配置
	備考

	ア．
	建築物等の高さをできる限り抑え、視点場からの眺望を阻害しないよう配慮していますか。
	

	
	□低層としている　□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
□やむを得ず３階建て以上となる〔理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	


	②形態意匠
	備考

	ア．
	形態意匠は、高層部や塔屋への過剰な装飾を避け、視点場からの眺望を阻害しないよう配慮していますか。
	

	
	□配慮している
	

	
	
	

	③屋根
	備考

	ア．
	主体となる建築物等及び塔屋の屋根は、勾配屋根（できる限り4/10～6/10）となっていますか。
	

	
	□勾配屋根とする〔勾配：　　　　　〕　
□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	

	
	
	

	④色彩
	備考

	ア．
	色彩におけるアクセント色を使用しますか。
	

	
	□いいえ
□はい
　□視点場から望見できない部分に使用する

　※視点場から望見できない部分に限るものとし、良好な眺望景観を阻害しないよう配慮してください。
	

	
	
	

	⑤素材
	備考

	ア．
	反射性素材を使用しますか。
	

	
	□いいえ
□はい
　□視点場から視認できない部分に使用する

　※視点場から視認できる部分の使用はできません。
	


◆工作物のうち電気及び通信施設、太陽光発電施設に該当する場合は、⑥についても回答してください。
	⑥電気及び通信施設、太陽光発電施設
	備考

	ア．
	視点場からの眺望を阻害しないよう配慮していますか。
	

	
	□配慮して設置する
	


◆その他特筆すべき事項があれば、記入してください。
	


一般地区【三多気の桜風景保全地区（中景）】





山地景観ゾーン
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